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九
州
鉄
道
会
社（
九
鉄
）は
、
明
治
23

（
１
８
９
０
）年
の
遠
賀
川
・
久
留
米
間

の
開
通
に
続
き
、
翌
年
に
は
門
司（
門

司
港
）・
久
留
米
間
を
開
通
さ
せ
た
。
し

か
し
、
列
車
の
脱
線
・
転
覆
が
多
発
し

て
い
た
城
山
峠
の
難
所
は
、
長
期
間
に

わ
た
っ
て
改
善
さ
れ
な
い
状
態
が
続
い

て
い
た
。

　

明
治
37（
１
９
０
４
）年
に
な
っ
て
、

九
鉄
は
遠
賀
川
・
赤
間
間
の
路
線
改
築

工
事
の
検
討
に
着
手
し
た
。
こ
の
改
築

工
事
は
、
城
山
に
ト
ン
ネ
ル
を
建
設
す

る
こ
と
と
、
遠
賀
川
・
赤
間
間
の
路
線

の
変
更
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
改
築
工
事
の
検
討
を
き
っ
か
け

に
、
矢や

は
ぎ矧
村
・
岡お

か
が
た県
村
の
両
村
か
ら
委

員
を
選
出
し
て
明
治
39（
１
９
０
６
）年

５
月
に「
海
老
津
停
車
場
設
置
委
員
会
」

を
発
足
さ
せ
、
駅
の
設
置
に
向
け
て
活

動
を
開
始
し
た
。

　

矢
矧
村
か
ら
委
員
に
任
命
さ
れ
た
波

田
考
蔵（
矢
矧
村
の
初
代
村
長
を
勤
め

た
）は
、
日
誌
に
委
員
会
に
お
け
る
活

動
を
詳
細
に
残
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ

る
と
、
関
係
者
へ
の
度
重
な
る
折
衝
を

行
い
、
駅
設
置
に
向
け
て
並
々
な
ら
ぬ

努
力
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
そ

の
結
果
、
同
年
７
月
に
九
鉄
社
長
か
ら
、

「
駅
設
置
の
場
所
が
確
保
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
駅
を
設
置
す
る
こ
と
に
は
差
し

支
え
な
い
」と
の
回
答
を
得
た
。

　

そ
の
後
、
九
鉄
は
明
治
39（
１
９
０

６
）年
３
月
に
公
布
さ
れ
た
鉄
道
国
有

法
に
よ
り
翌
年
７
月
１
日
に
国
有
化
さ

れ
た
。
こ
の
時
、
全
国
36
私
鉄
の
う
ち

17
の
私
鉄
が
国
有
化
さ
れ
た
。
こ
の
た

め
、
海
老
津
駅
の
設
置
は
九
鉄
か
ら
国

に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

遠
賀
川
・
赤
間
間
の
複
線
化
は
、
明

治
40（
１
９
０
７
）年
４
月
に
認
可
を
受

け
て
、
明
治
43（
１
９
１
０
）年
11
月
に

開
通
し
て
い
る
。
複
線
化
は
遠
賀
川
・

折
尾
間
が
大
正
２（
１
９
１
３
）年
、
赤

間
・
東
郷
間
が
大
正
10（
１
９
２
１
）年

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
区
間
の
複

線
化
が
い
か
に
早
か
っ
た
か
が
分
か
る
。

　

こ
れ
は
、
城
山
ト
ン
ネ
ル
を
複
線
化

に
対
応
し
た
構
造
と
す
る
必
要
が
あ
っ

た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
駅
設
置
運
動
の
最
中
の
明

治
40（
１
９
０
７
）年
10
月
１
日
に
は
、

矢
矧
村
と
岡
県
村
が
合
併
し
て
岡
垣
村

が
誕
生
し
た
。

　
明
治
42（
１
９
０
９
）年
11
月
５
日
に

城
山
ト
ン
ネ
ル
が
完
成
し
、
同
月
15
日

に
遠
賀
川
・
赤
間
間
に
海
老
津
停
車
場

（
駅
）が
新
設
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の

時
の
海
老
津
駅
は
列
車
の
通
行
だ
け
の

取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。
ト
ン
ネ
ル
の
完

成
に
よ
り
、
城
山
峠
に
あ
っ
た
城
山
信

号
所
が
廃
止
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
３
カ
月
後
の
明
治
43（
１

９
１
０
）年
２
月
６
日
、
村
民
が
待
ち

望
ん
で
い
た
鹿
児
島
本
線
海
老
津
駅
が

一
般
運
輸
営
業
を
開
始
し
た
。
海
老
津

駅
の
設
置
は
、
岡
垣
が
大
き
く
発
展
し

て
い
く
礎
と
な
っ
た
。

　

現
在
の
路
線
名
称
で
あ
る「
鹿
児
島

本
線
」の
呼
称
は
、明
治
42（
１
９
０
９
）

年
11
月
21
日
に
門
司
・
鹿
児
島
間
が
開

通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
呼
ば

れ
て
い
た
人
吉
本
線
か
ら
改
称
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

つ
づ
く

鉄
道
建
設
と
海
老
津
駅
②

　
　
　
　
―
海
老
津
駅
の
開
業
―岡
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史
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研
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